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	　　　　　　　　　　　　　　　　　中国の感染症の現状

２月１３日に中国衛生部から２００５年の中国における法定伝染病発生者、死亡者数の発表がありました。中国は、今後ますます我が国との関係が深まっていくと思いますので、その報道記事と統計表の概要をお知らせします。
2006年2月14日「人民網日本語版」（人民日報日本語版）
衛生部伝染病報告「死亡者数、エイズが3位」
  新華社の報道によると、衛生部は13日、報告義務のある法定伝染病の全国感染状況を公表した。統計によると、エイズの発症による死亡者数は、甲・乙類伝染病発病報告の死亡者数で3位と、Ｂ型肝炎の死亡者数を上回った。 
  2005年1月1日から同年12月31日までに、中国全体で報告された法定伝染病は442万8548例で、死者数は1万3263人。報告発病率は10万人あたり338.70人で、死亡率は同1.01人と、病死率は0.3％だった。04年と比べると、発病率が12.7％上昇し、死亡率は81.92％上がった。 
  報告された発病数は多い順から、肺結核、B型肝炎、赤痢、淋病、梅毒で、総発病数の85.66％を占めた。死亡数は同じく、肺結核、狂犬病、エイズ、B型肝炎、新生児破傷風で、総死亡者数の89.4％だった。（編集CS） 
　　　　　　　　　　　　　　　　
中国における2005年主な法定伝染病の発病者及び死亡者数

衛生部公布2005年全国法定報告伝染病疫情（2006.2.10付け、2.13発表）から

（http://www.moh.gov.cn/public/open.aspx?n_id=11371&seq=0）　（疾病名の訳：笈川）

２００５年

２００４年

発病者数

死亡者数

発病者数

死亡者数

伝染病合計

4,428,548人

 13,263

3,906,609

7,248

甲乙類伝染病合計

3,508,114

 13,185

3,177,180

7,150

内数　肺結核

1,259,308

　6,713

970,279

1,435

      Ａ型肝炎

73,349

　　43

 93,587

  40

Ｂ型肝炎

982,297

  908

916,426

 783

細菌性・アメーバ性赤痢

456,541

  137

497,879

 141

淋病

180,316

    1

225,421

  4

梅毒

126,445

  74

 92,573

  37

狂犬病（＊）

  2,537

2,545

  2,651

2,651

エイズ

  5,621

1,316

  3,054

  741

新生児破傷風

  2,761

  306

  2,954

 300

流行性出血熱

 20,877

  271

 25,041

 254

日本脳炎

  5,097

  214

  5,422

 200

マラリア

 39,656

   45

  37,537

  32

丙類伝染病合計

920,434

   78

729,429

  98

＊2005年に狂犬病の死亡者が発病者より多い理由は、2005年以前の発病者を含むため。

中国の統計はあまり信頼に出来ないとの話もありますが、現状は推定出来るのではないかと思います。発病者数は肺結核、Ｂ型肝炎、淋病、梅毒、マラリアが多いです。死亡者数は肺結核が3.6倍と急激に増加したことにより狂犬病が１位から２位になりました。発表統計表の全疾病を添付いたします。（笈川）
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